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　ご自宅の建て替えや増改築など町の住宅関連の助成制度が、あなたの住まいづくりを手助け
します。ぜひお早めにご相談ください。

家 づくりを応援します！
町
の住宅関連助成制度

保存版

森と住まいの支援補助金
　定住の奨励と森林資源循環活用型住宅の普及促進を図るため、町内
に住宅を新築し、10年以上居住しようとする場合、建築費用の一部を
助成します。

※お願い　今回掲載する各
助成制度の利用を希望する
方は、必ず工事などを始め
る前に、受付窓口へご相談
ください。

住宅建設の場合

１棟あたりの補助基本額　※床面積70㎡以上 50万円を補助

町内の森林認証林より生産された材を30％以上
使用した場合 50万円を加算

町内のプレカットセンターで加工した材を使用
した場合 50万円を加算

同居する18歳未満の子どもがいる場合、子ども
一人につき 25万円を加算

受付窓口 施設整備課建築係（☎52-3314）

受付窓口 総務課管財係（☎52-3311）

宅地分譲

　住宅を建設するための土地を
必要とする個人、または法人に
対し、町有地（宅地）を次のと
おり分譲します。

●物件所在地　境野親交新団地
　面　　　積　１区画　約462.8㎡
　価　　　格　499,800円

　快適な住まいの環境づくりに
新たな設備を設置するための費
用の一部を助成します。

■住宅用太陽光発電システム設置費補助金
●太陽光発電システム
　住宅に10kw未満の太陽光発電システムを設置す
る場合、工事費用の一部を助成します。
※当該年度の２月までに工事が完了すること

５万円を助成します。
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　安全で快適な在宅生活を送るための住宅改修や住環境の向上など、
生活環境に応じた支援を行います。

住宅改修補助金
　住環境の向上と地域活性化を図るため、現在お住まいになられている住宅の増改築や
修繕などを行う場合、工事費用の一部を助成します。

50万円を限度に、改修工事費用の20％を助成します。
※�工事費用の支払先が町外業者の場合は、改修工事費用の20％の５分の４とします
※対象工事費は消費税を除く

高齢者等住宅改修費助成金交付制度
　高齢者や障がい者の方々がお住いになられてい
る住宅に、段差の解消や手すりの設置などの改修
を行う場合、工事費用の一部を助成します。

50万円を限度に、改修工事費用の
２分の１を助成します。

●定置用蓄電池システム

　太陽光発電と同時に設置する場合、または既に
太陽光発電が設置されている住宅に新規に蓄電池
を導入する場合、工事費用の一部を助成します。
※当該年度の２月までに工事が完了すること

太陽光発電と同時設置の場合、15万円
を助成します。

太陽光発電設置住宅へ新たに設置した
場合、10万円を助成します。

■合併処理浄化槽設置整備事業
　補助金
　公衆衛生の向上のため、下水道等処理区域外の
住宅に合併処理浄化槽を設置する場合、工事費用
の一部を助成します。
※�設置を予定されている場合、あらかじめ受付窓
口までお問い合わせ願います

区分ごとに定める額（５人槽＝94万円、
７人槽＝115万円、10人槽＝150万円）を
限度に、工事費用の70％を助成します。

※トイレの洋式化、畳からフロー
リングへの改修、車いすや歩行器
を使いやすくするための間取りの
改修なども対象です。詳しくは受
付窓口へご相談ください。

受付窓口 企画財政課企画係（☎52-3312）

受付窓口 企画財政課企画係（☎52-3312） 受付窓口 町民生活課住民生活係（☎52-3315）

受付窓口 地域福祉センター高齢者福祉係（☎52-3333）
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空き家の
利活用

空き家利用促進補助金
　定住の推進や良好な住環境の整備のため、
町内にある空き家の取得や改修、もしくは解
体する場合、取得費または工事費用の一部を
助成します。

空き家を取得する場合

１棟あたりの補助基本額
※空き家等情報登録制度に登録された住宅が対象

取得費用の20％を助成
限度額50万円

※取得費用は消費税を除く

同居する18歳未満の子どもがいる
場合、子ども一人につき 10万円を加算

空き家を改修する場合

100万円を限度に、改修工事費
用の50％を助成します。
※�工事費用の支払先が町外業者の場合は、改
修工事費用の50％の５分の４とします

※�空き家等情報登録制度に登録された住宅が
対象

※�対象工事費は消費税を除く

空き家を解体する場合

50万円を限度に、解体工事費用
の20％を助成します。
※�工事費用の支払先が町外業者の場合は、解
体工事費用の20％の５分の４とします

※�対象工事費は消費税を除く
※�解体工事業許可などを取得している業者に
限る

受付窓口 企画財政課企画係（☎52-3312）

住まなくなった 家 を登録しませんか？

●空き家等情報登録制度について
　この制度は、空き家を「貸したい・売りたい」

という空き家所有者と、空き家を「借りたい・買

いたい」という方の双方の橋渡しをします。

　空き家を活用することにより、今住んでいる住

民にとって「より住みやすいまち」に、これから

住む人にとって「これから住みやすいまち」につ

ながります。

●町内に空き家をお持ちの方へ
　個人の所有物である空き家を地域貢献につなが

る資源として活用するためには、地域の方々のご

理解といち早い情報提供が必要です。

　また、空き家の住宅改修工事や解体するための

費用の一部を助成する制度もあります。空き家を

お持ちの方は、ぜひご相談ください。

※お願い　今回掲載する各
助成制度の利用を希望する
方は、必ず工事などを始め
る前に、受付窓口へご相談
ください。
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①起業応援金

�次の要件に全て該当する方に

100万円を支給
・置戸町商工会の会員であること。
・�起業後５年以上事業を継続し、積極的に
事業を営む意思があること。

・町内に住所を有すること。

③移住応援金（移住＆住宅購入）

�次の要件に全て該当する方に

２人以上世帯の移住で100万円を支給
単身世帯の移住で50万円を支給
・�町外から転入して３年以内の者が町内に住宅を建

設または取得すること。
・町内に住所を有すること。
・�応援金を受給してから、継続して３年以上居住す
ること。

②オケクラフト工房設立応援金

�次の要件に全て該当する方に

100万円を支給
・置戸町商工会の会員であること。
・�起業後５年以上事業を継続し、積極的に
事業を営む意思があること。

・町内に住所を有すること。

家 づくりを応援します！

あなたのチャレンジを町が応援します！

置戸町元気だすべぇ事業
　「置戸町で起業したい」、「置戸町に移り住みたい」、このまちで新しいことに挑戦しようと
する方に、町から応援金を支給します。
※昨年度の実績…移住１件、起業２件、工房開設１件

※�①～③のいずれかの要件を満たす場
合、受給対象者となる可能性があり
ます。応援金の受給は１回限りです。

　①～③の重複受給はできません。

■受付窓口
●①、②：産業振興課商工観光係
　（☎52-3313）
●③：企画財政課企画係
　（☎52-3312）

申　込　者
空き家等に関する登録を受けようとする所有者等

置戸町役場
置戸町空き家等情報台帳

利用希望申込者
空き家等の利用を希望する者

①空き家等情報の申請

④登録された情報の開示

②登録決定通知

③利用希望の申し込み

●空き家等情報登録制度の流れ

受付窓口 企画財政課企画係（☎52-3312）

●空き家等情報登録制度の内容や
空き家情報は、町ホームページから
ご覧いただけます。
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商工業の活性化を応援します！
町
の商工業関連助成制度

　既存の建物の改修を支援し、空き店舗のほか、今後起業するための建物
を利用した新たな事業の参入を促すなど、地域経済の活性化を図るために
町で行っている主な商工業関連の助成制度について紹介します。

各種制度の概要を示したものです。店舗兼住宅については、住宅関連助成制度と商工業
関連助成制度の併用が可能です。詳細は、受付窓口へお問い合わせください。

注意

受付窓口 産業振興課商工観光係（☎52-3313）

店舗等を改修する場合

30万円以上の改修費が対象
費用の40％を助成

限度額100万円
※対象経費は消費税を除く

空き店舗等改修費用

・店舗改修費
看板設置費、門扉等外構改修費30万円
以上、最大1,000万円の改修費が対象

・�10万円以上の業務用設備・業務用備品
購入費

上記費用の50％を助成　
限度額500万円
※対象経費は消費税を除く

設備投資をする場合

１件10万円以上の業務用設備・業
務用備品の購入費が対象　
費用の40％を助成

限度額30万円
※対象経費は消費税を除く

賃借料の一部助成

開業後、毎月の店舗賃借料
が対象

最大12か月
限度額毎月10万円
※�ただし、敷金、礼金、駐車場、
仲介手数料等を除く

美しい商店街補助金

未来の起業補助金

　町内に居住して商工業を営んでいる方に店舗、事務所、工場の改修工事の費用や業務用
設備および業務用備品購入費を一部助成します。

　町内の空き店舗のほか、今後起業するための建物を利活用して新たに商工業の起業を目
指す町内外の方に対し、空き店舗等の改修費用と賃借料の一部を支援します。
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今月の担当

保健師

松嶋　由季
地域福祉センター健康推進係

（☎５２－３３３３）

子宮頸がんを防ごう
～HPVワクチンと子宮頸がん検診～

■子宮頸がんとは？
　子宮頸がんは子宮出口の近い部分にできるが

んです。日本では毎年約１．１万人の女性がかか

り、2,900人の女性が亡くなっています。また、治

療により子宮を失う方も１年間に約1,000人いま

す。

　子宮頸がんの主な原因は「ＨＰＶ（ヒトパピ

ローマウイルス）」というウイルスに感染すること

です。このウイルスは一生のうちに女性の８割、

男性の９割が感染すると言われているごくありふ

れたウイルスです。感染してもほとんどの場合ウ

イルスは自然に消えますが、数年から十数年感

染が持続することで一部の方でがんを発症して

しまうことがあります。

■子宮頸がんを予防するためにできること
・�子宮頸がん予防接種を受ける

　小学校６年生～高校１年生（標準的には中学

校１年生）の女の子を対象にウイルスの感染を防

ぐワクチンを受けることができます。ワクチンを

接種することで将来の子宮頸がんの予防が期待

できます。

　子宮頸がんワクチン（ＨＰＶワクチン）は、かつ

て接種後に報告された多様な症状が大きく報道

されたこともあり接種率が大きく低下しました。

その後、安全性について評価と検討が重ねら

れ、安全性と有効性が副反応のリスクを明らか

に上回ることが再確認されたため、今年度より

全国的に積極的勧奨を再開することとなりまし

た。

　町でも４月下旬頃に中学校１年生以上の方に

個別で接種のご案内をしています。また、積極的

勧奨を控えていた期間に対象者となり受けられ

なかった方についても、公費での接種を行える

期間が設けられました。こちらについても対象者

の方に個別でご案内します。

・20歳になったら子宮頸がん検診を受ける

　ワクチンでは防げない場合もあるため、定期

的に子宮頸がん検診を受けることも大切です。

　町では７月23日に町内で受けられる集団検診

のほか、ご自身で医療機関を選んで受けられる

個別検診を実施しています。

　希望される方は、地域福祉センター健康推進

係までお申し込みください。

※�ＨＰＶワクチンについての詳細は、厚生労働省

のホームページをご覧ください。

各種がん検診・特定健診の申し込みを受け付けています。

１年に１回、がん検診・特定健診を受けることで、自分の体を守ることに繋がります。

ぜひこの機会に検診を受けませんか？

お問い合わせ・申し込みは下記までご連絡ください。

お問い合わせ・申込先：地域福祉センター　健康推進係　（☎ 52-3333）

検索 　�厚生労働省　HPV
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～令和３年度ふるさと納税実績報告～

新規ふるさと納税返礼品提供事業者を募集します！

○令和３年度ふるさと納税寄附金額（使途別）

○現在の協力事業者

○受入方法別寄附金額

事　業 件数 金　額（円）

ふるさと応援 314 6,280,000

元気だすべぇ事業 32 516,000

人材育成 71 1,458,000

「福祉の夢」サポート 29 714,000

図書資料整備 19 326,000

18歳の春旅立ち応援 40 828,000

社会福祉施設充実 26 571,000

老人ホーム施設整備 25 457,000

夏まつり振興 11 120,000

農業振興 54 1,295,000

一般寄附 92 4,284,000

合　計 713 16,849,000

事　業　者 品　　物

（株）ホクレン商事（エ―コープおけと店）
置戸町産篠原牛、JAきたみらい男爵芋・玉葱詰め合わせ、

JAきたみらい給食コロッケ

置戸小売酒販組合 炎の里、赤ワイン、白ワイン、白花豆焼酎、白花豆　等

（有）置戸タイムス社 置戸タイムス1年分、半年分

（株）置戸地区卸売市場 置戸市場特製北海道産開きホッケ5枚セット　等

（一社）おけと勝山温泉ゆぅゆ 入浴券、コテージ宿泊券、トレーラーハウス宿泊券　等

（一社）おけと森林文化振興協会 各種オケクラフト

有馬農場 ヤーコン３kg、ヤーコン茶100ｇ、ヤーコン茶30ｇ

（有）瀬口農産 薪（カラマツ）約20ｋｇ、薪・ウッドキャンドルセット

区　分 件数 金　額（円）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

楽天ふるさと納税 312 5,493,000

ふるさとチョイス 239 5,275,000

ふるなび 148 3,136,000

その他直接持参等 14 2,945,000

合　計 713 16,849,000

　いただいた寄附は各種基金へ積み立てた
ほか、健やか子育て応援（医療費還元）事業
及びおけと湖や南ケ丘公園などの管理費の
財源として有効活用させていただきました。

【募集要件】
①�町内で生産された農産物等を加工、製造、販売を行う町内に住所がある企業・個人事業者で、インター
ネット環境が整っており、パソコン（ワード・エクセルなど）操作ができること。

②ふるさと納税のタイミングに合わせて返礼品の提供及び発送の対応ができること。

　置戸町では、令和３年10月から町の魅力発信と地場産業の振興を図るため、一定の寄附をいただいた
方に特産品を贈呈する「ふるさと納税返礼品制度」を活用しています。たくさんの方から応援寄附があり
ましたので令和３年度の実績をお知らせします。

■ご協力いただける方は企画財政課企画係（☎52-3312）までお問い合わせください。

※町が受納した全ての寄附金額からふるさと納税

の対象とならない団体や法人等からの寄附金を除

いた総額を記載しています。
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人 事 異 動
４月１日付の置戸町職員の人事異動等をお知らせします。（　）内は異動前です。

■総務課

▽ �総務課参与　石井　信義（北見地区消防組合派

遣）

▽ �総務係主任　佐藤　華（地域福祉センター社会

福祉係主任）

▽ �管財係兼防災係　大和谷　五輝（産業振興課農

業振興係）

■企画財政課

▽ �企画財政課長補佐（ＤＸ推進担当）兼財政係長�

菅原　嘉仁（企画財政課財政係長）

▽ ����地域情報係長兼ＤＸ推進係長　藤吉　勇太（議

会事務局庶務係長兼議事係長）

▽ �地域情報係兼ＤＸ推進係　竹中　裕登（社会教

育課社会体育係）

■町民生活課

▽ �住民生活係主任　菅井　椋太（町民生活課住民

生活係）

▽ �税務係　前元　皇希（企画財政課地域情報係兼

企画係）

▽ �住民年金係　髙木　麻衣（総務課総務係）

■産業振興課

▽ �農業振興係主任　上野　翼（産業振興課農業振

興係）

▽ �農業振興係主任　平岡　俊（町民生活課税務係）

▽ �商工観光係　加藤　菜那美（学校教育課総務係

兼学校教育係）

■施設整備課

▽ �管理係兼水道管理係　天野　照央（産業振興課

商工観光係）

■地域福祉センター

▽ ��高齢者福祉係主査兼包括支援係主査　當麻　隼

（地域福祉センター高齢者福祉係主査）

▽ �社会福祉係　早川　拓馬（地域福祉センター高

齢者福祉係兼包括支援係）

■学校教育課
▽ ��総務係兼学校教育係　後藤　優佳（町民生活課

住民年金係）

■社会教育課

▽ �社会教育課長補佐（児童館担当）兼社会教育係長

森下　辰徳（社会教育課長補佐兼社会教育係長

兼社会体育係長）

▽ �社会体育係長　仁木　信一（学校教育課学校教

育係主査）

■図書館

▽業務係長　森田　はるみ（図書館業務係主査）

▽ �業務係主査　渡辺　満（施設整備課管理係主査）

■議会事務局

▽ �事務局長兼庶務係長兼議事係長　今西　美紀子

（議会事務局長）

▽ �庶務係兼議事係　加藤　洋聖（地域福祉セン

ター介護保険係）

■退職（３月31日付）

▽ �福手　一久（総務課参与（北見地区消防組合置

戸支署長））

▽ �渡邉　政史（総務課参与（北見地区消防組合置

戸副支署長））

▽ �茂木　到（図書館業務係長）

▽ �尾藤　祐美子（企画財政課地域情報係長）

■新採用

石
いし　ざわ

澤　慧
けい

祐
すけ

北見地区消防組合置戸支署
消防士

「これからイベントなどを通
じて町民の皆さんと関わっ
ていけたらと思いますので、
よろしくお願いします」

広報おけと 9２０２２.５



4/6  置戸小学校入学式

4/7  置戸中学校入学式

4/11  置戸高校入学式

4/9  こどもセンターどんぐり入園式

先生、保護者と一緒に記念撮影

勉強に部活、自分の目標に向かって

14人の仲間とともに介護福祉士を目指して

ドキドキ、緊張した顔の新入園児

広報おけと10 ２０２２.５



　町民憲章推進大会に合わせて開催を予定した表
彰式は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で
中止となりましたが、３月30日に消防庁舎で規模
を縮小し執り行われました。
　表彰式には社会貢献表彰や善行表彰など、受賞
対象者から８名が出席し、深川町長より賞状が贈
られました。
　また、表彰式では紺綬褒章を授与された細川昭
夫さんと細川カツヱさんへ賞状や勲記などが深川
町長より伝達されました。

TOPICS
3.30
Oketo

農林水産大臣賞、北海道指導林家認定を伝達

　森林の適正な管理や林業経営に寄与している森
林所有者などへ贈られる「全国林業経営推奨行事
農林水産大臣賞」に輝いた中澤博之さんと、模範
的な施業技術を有している林家などへ認定される
「北海道指導林家」に認定された瀬口俊行さんへの
賞状等伝達贈呈式が、３月24日に消防庁舎で挙行
されました。
　贈呈式ではオホーツク総合振興局東部森林室長
から賞状や認定証の伝達と記念品などが贈られま
した。

TOPICS
3.24
Oketo

規模を縮小して置戸町表彰式を開催

 

四
月
の
不
順
な
天
候
か
ら
や
っ
と
桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
桜

の
語
源
は
「
咲
く
」
に
「
ら
」
や
「
田
の
神
様
が
宿
る
木
」
等
々
の
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
ら
し
さ
と
、
春
風
が
吹

け
ば
散
っ
て
し
ま
う
は
か
な
さ
が
心
に
響
く
美
し
い
花
で
す
。

 

小
学
校
で
は
新
一
年
生
が
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、

通
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
生
徒
一
人
に
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
授
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
小
学
校
の
入
学
式
で
「
六
年
間
で

千
冊
を
目
標
に
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

 

読
書
は
知
識
を
広
め
、
読
み
書
き
の
上
達
に
限
ら
ず
、
想
像
力
を

た
く
ま
し
く
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
や
心
を
落
ち

着
か
せ
る
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
で
大
量
の
情
報
が
指
一

本
で
得
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
高
校
生
の
半
分
は
全
く
本
を
読
ま
な

い
と
い
う
統
計
が
あ
る
ほ
ど
、
読
書
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方

で
高
齢
化
社
会
、
そ
し
て
成
熟
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
、
情
報
に
限

ら
ず
量
よ
り
質
の
時
代
へ
と
変
化
し
、
読
書
の
役
割
は
ま
だ
ま
だ
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

本
年
度
よ
り
学
校
図
書
室
の
充
実
や
読
書
習
慣
普
及
の
た
め
の
学

校
巡
回
司
書
と
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
化
に
向
け
て
国
際
教
育
支
援

員
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
、
そ
の
任
に
就
い
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
深
く
考
え
、
外
国
人
と
堂
々
と
会
話
で
き
る
子

ど
も
た
ち
が
未
来
に
大
き
な
夢
を
描
け
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
南
ケ
丘
公
園
は
、
新
緑
に
覆
わ
れ
る
季
節
に
向
か

い
ま
す
。
桜
の
花
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
早
い
も
の
で
す
。

町
民
の
皆
様
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
そ
し
て
育
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

置
戸
町
長

　
深
川

　
正
美

広報おけと 11２０２２.５
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　no.876
広
報
お
け
と
　
2
0
2
2
年
５
月
号

■�今月号の表紙：４月６日、置戸小学校入学式。期待と不安を胸に楽しい小学校生活がスタートします。

人
の
動
き

●世帯数　　1,387世帯（－3世帯）

●人　口　　2,699人（－12人）

●男1,246人（－5人）女1,453人（－7人）

令和４年３月31日現在（�）内は２月末比

編
集
後
記

☆４月より、新しく広報を担当することに

なりました。紙面やホームページなどを通

じて、まちの情報をわかりやすくお届けし

ていきたいと思います。よろしくお願いい

たします。　　　　　　　　　　　　  吉○　

喜
び
と
悲
し
み
（
敬
称
略
）

■ご出生おめでとうございます

○山重　有輝
　　　　　若奈　男児　天満（てんま）	 宮下 3/8

○岡田　章
　　　　五月　男児　尊（たける）	 豊住 3/13

■お悔やみ申し上げます

○中川　きよゑ	 96歳	 若木	 3/13

○伊藤　勝美	 78歳	 協生	 3/19

○橋本　幸子	 85歳	 拓殖	 3/20

○奥村　さち子	 89歳	 豊住	 3/22

置戸町に来
た方

を紹介するみなさん、こんにちは
クラリサ オリビアさん
地域おこし協力隊員
情報発信隊員

（宮下）

【出身は】インドネシア
【趣味は】旅行
【皆さんへ一言】今までの

経験を活かし、色々なことに挑戦したいです。町
民の方々の役に立てるよう、精一杯頑張ります。
皆さんよろしくお願いします。
※企画財政課で勤務しています。

ハナ ヌル ヒダヤ アフィフさん
地域おこし協力隊員
国際教育支援員

（宮下）

【出身は】インドネシア
【趣味は】音楽鑑賞
【皆さんへ一言】置戸町

の皆さんと仲良くなれるよう、まちづくりを頑張
りたいです。皆さんよろしくお願いします。
※学校教育課に所属し、各学校で勤務しています。

青
あお

木
き

 ゆめのさん
地域おこし協力隊員
アクティビティ推進員

（若木）

【出身は】北見市
【趣味は】絵を描くこと
【皆さんへ一言】１度北海

道を出て帰ってきました。違った目線で北海道や
置戸の良さを発信し、良いまちづくりができるよ
うに頑張ります。皆さんよろしくお願いします。
※産業振興課に所属し、おけと勝山温泉ゆぅゆで
勤務しています。

林
はやし

　奈
な

緒
お

美
み

さん
地域おこし協力隊員
学校巡回司書

（若木）

【出身は】別海町
【趣味は】読書
【皆さんへ一言】置戸の皆

さんと仲良くなり、まちづくりの力になりたいで
す。皆さんよろしくお願いします。
※学校教育課に所属し、各学校で勤務しています。

広報おけと12 ２０２２.５


